
「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
五
十
九
回
）」 

地
区
の
話
題 

曽
根
原 

孝
和 

 

観
音
原(

か
ん
の
ん
は
ら)

に
石
仏
等
の
説
明
板 

 

4

月

10

日
、
西
木
戸
観
音
原
の
石
仏
等
九
基
に
、
七
日
市
場
区
と
「
歴
史
の
会
」
が
説
明
板
を
設
置
し

ま
し
た
。 

こ
こ
観
音
原
は
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
「
馬
繕(

う
ま
つ
く
ろ)

い
場
」（
血
取
り
原
）
と
も
呼
ば
れ
、
年
一

回
馬
の
蹄
鉄
打
ち
や
爪
切
り
な
ど
を
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
明
治

17

年
（
１
８
８
４
）
に
は
こ
の
地
域
の
方
を
中
心
に
、
蚕
の
神
様
を
祀
る
「
蚕
影(

こ
か
げ)

神
社
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治

34

年
に
は
石
の
鳥
居
も
建
て
ら
れ
、
こ
の
地
域
で
は
養
蚕
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
祭
り
は
昭
和

40

年
頃
ま
で
、
講
員

25

人
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

石
仏
等
は
江
戸
時
代
に
建
立 

 

観
音
原
の
九
基
の
石
仏
等
に
は
、
道
祖
神
・
馬
頭
観
音
・
観
音
菩
薩
像
・
二
十
三
夜
塔
・
供
養
塔
な
ど
の

石
神
仏
は
じ
め
、
筆
塚
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

も
っ
と
も
古
い
も
の
は
正
徳

5

年
（
１
７
１
５
）
の
観
音
講
供
養
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
銘
文
に
は
「
同
行

五
十
人
」
と
あ
り
、
50

人
の
仲
間
が
観
音
巡
り
を
し
た
順
礼
記
念
碑
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
説
明
板
は
、
近
く

を
お
通
り
の
際
な
ど
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

中
野
宇
蕙(

う
け
い)

の
筆
塚 

筆
塚
は
七
日
市
場
に
一
つ
の
も
の
で
す
。
形
は
長
方
形
で
、
高
さ
１
２
０
㎝
、
幅
６
１
㎝
、
台
高
５
０
㎝

で
す
。
碑
陰
か
ら
、
門
人
ら
が
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
建
立
し
て
い
ま
す
。 

宇
蕙
の
祖
先
は
梓
川
氷
室
よ
り
移
り
、
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
、
宇
蕙
は
庄
屋
と
寺
子
屋
の
師
匠
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
明
治
に
な
り
子
孫
は
他
郷
に
移
り
、
遺
品
・
遺
墨
等
殆
ど
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
す
。 

た
だ
、
碑
表
に
よ
る
と
、
宇
蕙
は
筆
と
墨
を
好
み
和
歌
や
文
学
を
よ
く
し
、
慎
み
深
い
人
で
あ
っ
た
と
伝

わ
り
ま
す
。
子
弟
は
数
百
人
と
い
わ
れ
、
熱
心
に
子
弟
の
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
研
鑽
を
続
け

書
物
を
表
し
た
よ
う
で
す
。
安
政
２
年

12

月

24

日
に
没
し
、
享
年

68

歳
の
生
涯
で
し
た
。 

石仏等の説明版 


